
【スタートアップ部門・団体づくり助成】
・ふれあいガーデンクラブ (南区)
・BLUE BASE (市内各所)
・ﾌｪー ｽ゙ ﾌﾘー な防災企画ﾁー ﾑ（平時と有事をﾜﾝｾｯﾄ) (緑区)
・ほうせいだんちーず (中川区)
・子育て応援団体名古屋はぴま(happy mothers)    (瑞穂区)
・名古屋外国語大学ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会(名東区)
・ニシヤマイバショラボ (名東区)
・大門DIVE！実行委員会 (中村区)
・気軽にすけっと (中川区)
・名古屋水域研究会 (市内の河川・水域)
・片平学区子育て支援ネットワーク連絡会 (緑区)
・ハピサンBooks (南区)

地域資源や地域特性を活かした特色のあるまちづくりを推進するため「地域の力（考え）で地域を
育てる」地域まちづくりをすすめています。市内各地域の地域まちづくり活動団体によって取り
組まれている地域まちづくりなどを地まちのチカラで情報発信します。 vol.79
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地まち チャレンジ ～２5人目～
太田亜佐子さんのご紹介
有限会社ときわ米穀 代表取締役

鈴木 聡平さん
Ｑまちづくりに取組んできた中でうれしかったこと
Ａ地域のショップとの繋がりが増えたこと。
Ｑこれから取組みたいと考えていること
Ａ店同士の繋がり→店と客の繋がり→地域全体の繋がりと発展させて
いきたい。
Ｑ最後にひとこといきた
Ａ元気な街 名古屋東部エリアに是非遊びに来てください。
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６月11日新しいまちの会所が
できました！

市街地再開発事業で
誕生した「オリマチ錦」
の1、2階に「喫茶七番/
スペース七番」が
オープンしました。

地域の取組み
錦 二 丁 目 ま ち づ く り 協 議 会

今回お話を伺ったのは、本郷でお米の販売・おにぎりのテイクアウ
ト（オコメコウボウ）を営む、ときわ米穀代表の鈴木さんです。
お米屋さんを継ぐ前はサラリーマンをしていたという鈴木さん。い

ざ始めると、同僚がいない個人商店の寂しさを感じたといいます。
しかし藤が丘のマルシェに参加する中で、想いを共有できる仲間が

でき、お客さんとお店のつながりが、よく見えるようになったとのこ
と。マルシェを小さなまちに見立てて、人と人のつながりの大切さを
語ってくださいました。コロナ後も、この仲間と新しいことをやりた
いと意気込む姿に、名東エリアのまちづくりへの期待が膨らみます。

～おわりははじまり～
錦二丁目地区全体の窓口となり、日

常的な交流、情報交換の場として、情
報が得られる「喫茶七番」
多くの方が参加しやすい場となる

レンタルスペース「スペース七番」
様々な人を繋ぐ色々な可能性が形に

なりました。持続可能な活動と共に、
ワクワクがムクムクと湧きだす空間を利用
した今後の活動に期待が高まります。

錦二丁目エリアマネジメント株式会社
代表取締役名畑恵さんと

故・延藤安弘先生（パネルです）

錦二丁目まちづくり協議会の
堀田勝彦会長

※詳細は都市センターホームページに掲載中です。

令和４年度 地域まちづくり支援制度 助成決定団体

地まちNEWS

令和４年度「スタートアップ部門・団体づくり助成」には15団体の応募があり、選考の結果、 12団
体を助成団体として決定。地域のコミュニティ作りや、困り事の解決の仕組み作り、花壇作成、本やア
ートによる繋がり、防災活動などなど、まちをよくしたいというバラエティに富んだ、工夫を凝らした
活動の提案がありました。
「地域まちづくり活動助成」は、6月12日にプレゼン発表の選考会(公開)があり、５団体を活動助成

団体として決定。選考に続いて、評価員から意見をいただいたり、団体同士で交流したりと、実際の活
動に向けて様々な刺激を得られたのではないかと思います。引き続き、名古屋都市センターをまちづく
りに関わる方々の交流の場にしていき、みなさまの活動を応援してまいります。

【PR助成】
・大曽根まちそだて会議 (北区)

【組織基盤強化助成】
・金山駅前まちそだて会 (熱田区)

【構想づくり活動助成】
・藤が丘まちづくり協議会 (名東区)
・名駅東花車・船入地区まちづくりの会 (中村区)
・かんでらmonzen亭 (南区)
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